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未来につながる
C-ENGINEの
研究インターンシップ
C-ENGINEは、 産学協働でのイノベーション人材育成に取り組む大学と企業のコンソーシアムです
研究インターンシップによる大学院生と企業の協働をとおして次世代の研究者育成に貢献します！

刺激と
成長

研究推進

各大学にコーディネーターを配置

中長期の研究インターンシップ

大学公認研究インターンシップとして学生に案内

オンラインシステム（IDM）を活用しながら、学生、大学教員、企業担当者のパイプ役として
企業が提示するテーマを最適な形に調整し、実施が可能です

企業の研究現場体験にとどまらず、企業の実際の研究開発に大学院生がメンバー
として参加。学生は様々な気づきと得難い経験ができ、企業は自社の研究開発推進
に大学院生の力を活用できます

指導教員の許可を得やすく、学生も参加しやすい一方、限られた大学院での時間を
研究インターンシップに充てられる、優秀で熱意・覚悟のある学生が参加します

累計500件以上の実績！Win3の研究インターンシップを目指します！

大学・企業が組織で参画、最適なインターンシップをカスタマイズ！

自身に必要なスキル・能力がわかった
研究に対する自信・意欲が高まった

今後のキャリアプランが明確になった
研究を戦略的・効率的に遂行できた

チームワークを理解し適切な働きができた
新たな研究手法についての知見を得た
より深い考察・批判的思考を獲得した

専門分野の知識がより深まった
学術研究の社会的インパクトをイメージできた

他分野の専門家とより深い議論ができた
不測の事態に適切に対処できた

知的財産権や守秘義務への理解が深まった
安全や衛生に対する意識がより身についた

優秀な学生に出会えた
社内が活性化した

学生に自社のことを知ってもらえた
実施したテーマに大きな成果があった
若手社員や研究員の成長が見られた
産学共同研究の可能性が感じられた

異分野の知識に触れ新たなソリューションへの展望が開けた
学生が所属する研究室との交流の機会がもてた

研究インターンシップ実施の成果・課題を協議会で集約
インターンシップの質の向上に努めています

様々な専攻分野の大学院生が
研究インターンシップに挑戦しています

研究インターンシップ実施期間

研究インターンシップに参加した学生の学年・専攻

研究インターンシップに参加してよかったこと（学生）

研究インターンシップ実施の成果（企業）

学年 専攻

機械14%

電気・電子
10%

建築・土木 1%

その他工学
7%

化学 15%
情報 11%

生物系
10%

数物系
20%

環境系 3%
医薬系 4%

その他
 5%

M1 
45%

M2
3%

D1
17%

D2 
28%

D3 5% PD 2%

修士 博士

1か月未満
５５％

1~2か月
36%

2~3か月 3%
3か月以上 5%

1か月未満 26%

1~2か月
39%

2~3か月
31%

3か月以上 11%

詳細はC-ENGINEのWebサイトへ！　http//www.c-engine.org
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インターンシップ評価報告書（企業）より

終了報告書（学生）より

一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会(C-ENGINE)

大学公認事業



協議会会員（����年�月現在　��会員）     *賛助会員

【会員大学】  東北大学,　筑波大学,　東京大学,　東京工業大学,　東京理科大学,　お茶の水女子大学,　東京都立大学,　東京外国語大学，　金沢工業大学,　京都大学,　大阪大学,　
大阪公立大学（旧・大阪府立大学）,　神戸大学,　奈良先端科学技術大学院大学,　奈良女子大学,　岡山大学,　九州大学,　鹿児島大学

【会員企業】  川崎重工業株式会社,　キヤノンメディカルシステムズ株式会社,　京セラ株式会社,　コニカミノルタ株式会社,　シスメックス株式会社,　株式会社島津製作所,　
清水建設株式会社,　株式会社SCREENホールディングス,　住友電気工業株式会社,　ダイキン工業株式会社,　株式会社ダイセル,　大日本印刷株式会社,　株式会社竹中工務店,　
株式会社タダノ,　一般財団法人電力中央研究所,　東レ株式会社,　凸版印刷株式会社,　日東電工株式会社,　株式会社日本触媒,　日本ゼオン株式会社,　
日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社,　パナソニックグループ,　日立金属株式会社,　株式会社日立製作所，　BIPROGY株式会社（旧・日本ユニシス株式会社）,　
ボストン・コンサルティング・グループ合同会社*,　株式会社堀場製作所,　三菱重工業株式会社,　三菱電機株式会社,　株式会社村田製作所,　株式会社リコー,　ロート製薬株式会社

理事
代表理事　　平島　崇男　（京都大学理事・副学長）
理事（大学）　齊藤　延人　（東京大学理事・副学長）
理事（大学）　井村　順一　（東京工業大学理事・副学長）
理事（大学）　久枝　良雄　（九州大学理事・副学長）
理事（企業）　吉川　正人　（東レ　理事）
理事（企業）　田宮　直彦　（日立金属　代表執行役）
理事（企業）　小林　正博　（ダイキン工業　専任役員）
理事（企業）　古藤　悟　　（三菱電機 開発本部技術統轄）

監事
監事（大学）　田中敏宏
   （大阪大学理事・副学長）
監事（企業）　豊嶋哲也
   （日本ゼオン　常務執行役員）

事務局
事業責任者　藤森義弘
　●事業・資金管理
　●協議会運営サポート

オブザーバー・アドバイザリ
経済産業省、文部科学省、
産総研、各種経済団体、
有識者など

（必要に応じて招聘）

●組織概要
名称　一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会
設立　����年�月��日
目的　大学・企業等との相互連携の強化・高度化を通した産学協働によるイノベーション促進人材の育成機会拡充と
　　　我が国の教育、学術研究、文化および産業の発展・国際化への寄与
活動　イノベーション創出を担う人材の輩出を目指す大学と企業の多対多の連携活動

一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会（C-ENGINE）
Collaborative Education for Next-Generation Innovators & Exploration of knowledge intersections

お問合せ先：（一社）産学協働イノベーション人材育成協議会　事務局
〒���-���� 京都市左京区吉田牛ノ宮町４　日本イタリア会館���
TEL　���-���-����　Email　contact@c-engine.org 　https://www.c-engine.org

　ジョブ型採用導入の動き等、我が国における人事制度は大きな転換点にありますが、研究大学に
おいても、大学院教育課程における博士学生のキャリパス構築支援強化が叫ばれ、研究インターン
シップが改めて注目されています。
　C-ENGINEの研究インターンシップは、アカデミアの研究に身を置く大学院生が、企業が展開
する研究開発現場において高度専門力、汎用力を発揮し、価値創造とはいかなるものかを体験する
ことにより、社会との関係性をより密接に捉え、コミュニティや地球全体の社会幸福の充実を
見据えて行動するための知識、スキル、価値観を獲得する絶好の機会です。
　知識集約型社会におけるイノベーションの中心的な担い手として輝ける博士人材の育成と活用
は、グローバル競争が激化し、不連続な社会環境の変化に対応していくために産学が取り組むべき
最重要課題です。このような文脈で本協議会の活動にご理解をいただき、将来のイノベーション
人材育成に、会員として共に取り組んでいただきますようお願い申し上げます。

産学による人材育成の取り組みへの
ご協力のお願い

研究インターンシップで一人前の研究者に近づく！

RISE活用のススメ

大学コーディネーターが定期的に集まり、問題共有、
具体的解決策の検討を共に行うことで、ノウハウ共
有を図っています。学生指導、企業担当者との折衝
方法、インターン
シップ中サポート
など、コーディネ
ート業務について
議論しています。

<2019.2.22  大阪大学 >

<2019.5.15　東京大学 >

大学・企業の担当者が一堂に会し、現状の課題共有
と、解決策を協力して考えることで、マッチング促進
とインターンシップ質保証を実現します。過去事例の
分析や、企業テー
マの精査と理解、
送り出し・受け入
れの指針策定な
ど、産と学がベク
トルを合わせる
ための会議です。

会員大学理事にお集まりいただき、大学理事意見
交換会を開催しています。2021年度は、担当理事8
名の方を含む17名が参加し、教育プログラムとして
の研究インターンシップ推進について、各大学での
取組と課題を共有し、意見交換をおこないました。

<2019.11.14　東京大学 >

C-ENGINEでは、研究者として自立するために必要な12の資質・スキルを、
RISEスキルセットとしてまとめました。

RISEの各項目とその内容は、VitaeのResearcher Development Frameworkを参考に作成しました。

R

I

S

E

Research governance and organisation

Intelligence and knowledge

Social relationship

Effectiveness

1. 安全、コンプライアンス意識および情報管理技術
２．研究の基本的な進め方
３．資金管理・調達

1. 理論的知識、情報収集力、数学的応用力、語学力、文章読解力
２．分析／統合力、論理的思考力、問題解決力
３．洞察力、探求心、議論展開力

１．チームワーク力、他者との協働
２．コミュニケーション能力
３．研究結果の社会への還元

１．研究への取り組み姿勢
２．自己管理、時間管理
３．キャリア開発、専門能力開発

これらのスキルを意識して研究インターンシップを
実施することで、学生が現在の自身の能力、スキル
の状態を見極め、今後一人前の研究者となるための
能力開発の指針を得ることを期待しています。

是非、このスキルセットをご活用ください！

RISEスキルセットのダウンロードはこちら
https://www.c-engine.org/student/detail-2/

※2020年以降は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
各種会合をオンラインにて実施いたしました。

インターンシップの質を高める
取組み

大学コーディネーター会議

大学理事意見交換会

大学・企業合同会議

一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会
代表理事　平島　崇男

(京都大学理事・副学長）
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